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2022年６月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022年５月２日に公表した 2022年 6月期通期（2021年７月 1日～2022年６月 30日）業績予想に

つきまして、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１． 2022年６月期通期連結業績予想数値の修正（2021年７月１日～2022年６月 30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 5,700 600 600 410 83.54 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 5,600 660 660 450 91.58 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △100 60 60 40  

増  減  率 （  ％  ） △1.8 10.0 10.0 9.8  

（ご参考）前期実績 

（2021年６月期） 
5,407 454 464 464 93.46 

 

２． 通期業績予想修正の理由 

例年、当社の第４四半期（４月～６月）は、多くの顧客企業の期初であり１年の中で最も閑散期に当

たること、また翌期に向けた戦略投資的な費用の支出も集中することから、前回予想におきましては、

第４四半期における利益の縮小を想定しておりましたが、実際には、CP（クリエイタープラットフォー

ム）セグメントおよび CS（クリエイターソリューション）セグメントのどちらにおいても、好調を維持

した結果、通期の営業利益は前回予想を上回る見込みとなりました。またこれにより、経常利益、親会

社株主に帰属する当期純利益も前回予想を上回る見込みです。なお、売上高については、新収益認識基

準の適用による影響が想定よりもやや大きく、前期実績は上回るものの、前回予想を若干下回る見込み

です。 

 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等将来に関する内容は、本資料の発表日現在において入手可能な情報

および将来の業績に影響を与える不確実な要因にかかわる本資料発表日現在における仮定を前提としており、

実際の業績は今後の様々な要因によって異なる可能性があります。 

以 上 


